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logue scale (以下VAS) 上に表示させ、次に実験 I と同じ測定部位ごとに筋硬度を測定した。分析は、まず、 VAS
の値と、各被験者の全測定部位での筋硬度測定値の合計との相関係数を求めた。次に、 VAS の値により被験者を、
筋症状について、「なし」、「弱い」および「強い」の 3 群に分けた。そして、全測定部位での筋硬度測定値の合計に
対する各測定部位の筋硬度測定値の百分率、および左右の同じ測定部位問での筋硬度測定値の asymmetry index 


















小さく、男性では有意差を認めなかった。筋硬度測定値の AI の絶対値は男女とも 3 群間で有意差を認めな
かっ fこo
実験W:I皮頭飯合位よりも装置装着時の下顎位において、筋硬度測定値は後頚部上部および後頭部中部で有意に小さ
かった。筋硬度測定値の百分率は、後頭部上部で有意に小さく、後頚部下部および肩部で有意に大きかった。
筋硬度測定値の AI の絶対値は、後頭部下部で有意に大きかった。
[結論]
本研究の結果より、筋緊張の筋硬度による数値評価が可能であり、下顎位の違いが筋緊張に及ぼす影響を筋硬度に
より評価できることが示された。このことは、顎口腔機能異常と、頚肩部の筋症状や緊張性頭痛など周囲の領域の症
状との関連を明らかにする上で、筋硬度が客観的な評価基準となることを示唆するものである。
論文審査の結果の要旨
頚肩部における筋緊張充進を含む筋症状は、顎口腔機能異常など身体他部での病的所見に随伴すると考えられる例
が臨床的に経験されるo しかしながら、これら顕肩部での筋緊張所見を口腔領域の異常と共に評価するには、同部で
の筋緊張所見の客観的評価の確立が必要であるo
本研究は、筋硬度計を用いた顕肩部での測定値について、その測定精度を明らかにし、無作為抽出による成人男女
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での筋硬度測定値の比較、顎口腔機能異常患者での下顎位保持装置装着下での頚肩部硬度測定値について検討した。
その結果、筋硬度計により頚肩部筋緊張の数値評価による客観的評価が可能であり、下顎位の違いが筋緊張に及ぼ
す影響も評価可能であることが示された。
以上のことは、頚肩部の筋症状と顎口腔機能異常との関連性を検討する上で有益な示唆を提示するものであり、博
士(歯学)に値するものと認める。
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